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今度の参議院選挙は、文字どおり憲法改悪が発議さ

れるか否かがかかった、天下分け目の戦いです。どん

なことがあっても、自民、公明、維新などの改憲派に

2/3 の議席を取らせないようにしなくてはなりません。 

 

１ 一部には悲観的な見方をする人がいるようです

が、私は、われわれの戦いようによっては不可能では

ないと思っています。自民党が衆参同日選をほのめか

したり、急に引っ込めたりするのは、改憲勢力で 2/3

の議席を確保することが難しいと思っているからだ

と思えてなりません。 

参議院選だけで戦えば、2/3 の議席を確保できそう

もない、衆参同日選にすれば全党を挙げて取り組める

から 2/3を確保できるかもしれないと思い衆参同日選

挙をほのめかしてみたら、野党側が思いのほか急いで

結束を固め、参議院 1 人区 32 選挙区で統一候補を擁

立し、衆議院選についても小選挙区の統一候補擁立を

急ぎ始めた。これを見て、衆議院でも 2/3の議席を確

保できない可能性が生じるかもしれないと心配し、急

に同日選はないと言い出したように取れるからです。 

 最近の何回かの国政選挙に比べ、今回の参議院選は

野党側の体制が整っています。2015 年の安保法制反対

運動を契機にして、護憲の 3大ナショナルセンターが

合流して総がかり行動実行委員会が生まれ、これに 9

条の会や日弁連など、従来から護憲や脱原発を唱えて

いた団体がさらに合流して、安倍改憲 NO!全国市民ア

クションが生まれてきているからです。 

これに市民連合が加わり、野党間の政策協議、選挙

協力の仲立ちをしているからです。こんな体制ができ

たのは、日本の政治史上初めてのことだと思います。 

 

これは、長い間、自民党の良き友人であった連合も無 

視できません。そして何より今回は、2017 年 10 月の

衆議院選挙のような野党側の大混乱もありません。こ

れが、自民党がいろいろ言い訳がましいことを言いな

がらも、慎重になる理由だと思います。 

 

２ かといって、立憲野党側が、必ず 1/3（情けない

ことに 1/3 ですよ！ 1/2 ではありません！）を取れ

るかというと、それほど楽な戦いではありません。鉄

の三角同盟と言われる政財官複合体が日本を支配し

ているからです。 

日本の大企業は、下請け、系列などを通じ、日本の

ほとんどの企業を支配し、そこで働く労働者をも直

接・間接（組合を通じて）支配しています。金と票に

より政界をも支配し、天下りによる「人材」の受入れ

によって官界をも支配しています。官僚は、政策と人

材により政界に影響力をもち、予算配分にあずかるこ

とにより経済界に影響力をもっています。政治家（自

民党）は、政策（立法）と予算配分により、官僚と経

済界を支配しているのです。 

この鉄の三角同盟に学（学界）とマ（マスメディア）

が加わり、政・財・官・学・マのペンタゴン（5角形）

による日本支配は今最盛期をあると言って良いので

はないでしょうか？ 何しろありとあらゆる業界団

体や医師、看護師、介護師のような私たちに身近な専

門職の団体の顧問は、ペンタゴン人種がずらりですか

ら強いですよ。 

 この政・財・官・学・マのペンタゴンと市民・野党

連合の力関係は、平素日常的には 10：1程度の力量差

があるのですが、長年にわたる自民党一党支配による
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マンネリ化により、企業や労働組合による締め付け、

動員は水漏れが生じており、官僚についても森友・加

計問題や自衛隊の日報問題、最近の統計問題にみられ

るように、モラルの低下、離反が生じており、国民の

間に広がる政治的無力感、無関心とも相まって、機能

低下に悩まされています。そこに、選挙となると野党

が必死に食い込んでくるために、安倍政権は、小選挙

区制などの選挙制度に助けられているとは言え、選挙

結果で見ると力関係は 2：1程度（2/3）に到達するの

に苦労するのだと思います。 

見方を変えれば、平素 10 対 1 程度の力関係である

ので、野党側は、選挙時に手を尽くして必死に食い込

んでいっても、やっと 1/3ぐらいにしかたどり着けな

いということなのです。いわば、野党側から見ると 1/3、

自民側からみると 2/3を確保するのが難しい、最近は

やや自民側が有利とはいえ、戦線はこの辺りで膠着し

ているのです。 

 

３ ですから、立憲野党側が 1/3 を確保するというの

は、それほど楽な戦いではないのです。先ほどは、野

党と市民の間に政策協議、選挙協力関係ができ、こん

な体制ができたのは、日本の政治史上初めてのことだ

と書きましたが、このどこに 1/3 の壁を越えて行く力

があるのでしょうか？ 私には、野党各党はすでに限

界にまで伸び切っていてもう伸びしろがない、まだ伸

びしろがあるのは私たち市民の側しかないと思うの

です。 

私たち市民は、ふだんは仕事に追われ、生活に追わ

れて、あまり政治活動などしていません。けれども、

ふだんの仕事、生活のなかで培っている人間関係を利

用して、政治活動、選挙活動を行えば、力関係を大き

く変えていくことができます。もちろん、今の日本で

は、仕事関係、生活のなかで築いた人間関係で、政治

的な話、政治的な活動を行うことはなかなか難しいけ

れども、全く不可能というわけでもないことは、多く

のみなさんが経験しているところだと思います。 

政治的な力関係を大きく変えていく力は、私たち市

民にしかない。立憲野党が、1/3の壁を越えて、1/2に

向かって前進する力は、私たち市民のなかにしかない

ことを心に刻んで、参議院選挙に取組もうではありま

せんか。このことさえ忘れなければ、米国とイランの

関係がさらに悪化して、海外派兵への圧力が強まろう

と、自民党が衆参同日選挙を仕掛けてこようと、動ず

ることはありません。私たちにも、安倍自公政権を追

いつめる材料は山ほどあるのですから。 

 

４ ここまでは、基本的な認識、腹構え、決意を書い

てきました。具体的な取組みについて書こうとしたら、

もう誌面がないので、エッセンスだけ書きます。 

◆これまで選挙活動をしたことがある人たちへ 

 これまでやってきたことを、2 倍やることにしたら

どうでしょうか? 5人くらいの人と話し、投票を依頼

した人は、10 人と話して投票を依頼するようにする。

100 本電話かけをした人は、200 本電話をする計画を

立てる。これだけで、市民の戦力は 2 倍になります。 

◆これまで選挙活動などしたことがない人へ 

 あなたの友人や知人に、あなたが支持する人への投

票を依頼してみてください。面談や電話、SNS（メール

はダメ）で、投票を依頼することは自由にできるので

す。（一般の国民は選挙活動などはできないと思い込

んでいる人がかなりいますので、注意してください。） 

 友人や知人に投票依頼など「とてもできない」とい

う方は、あなたが支持する党の選挙事務所や市民連合

の事務所に行って、電話作戦をやってみてください。

他人に投票を依頼する技術と度胸が身に付きます。 

 選挙事務所に行くと、いろいろな選挙活動を教えて

もらえ、新しい友人ができますよ。 

 

＊近日中に発表される市民連合の選挙向けリーフ 

レットを、是非読んでください。 

 

＊選挙の基礎知識 

政治活動：政治上の目的をもって行われる一切の 

活動 

選挙活動：特定の選挙について、特定の候補者の 

当選を目的として、投票を得または得させるため 

に直接または間接に必要かつ有利な行為 

選挙期間：選挙活動は、選挙の公示・告示日から 

選挙期日の前日までしかすることができません 

（参照）総務省の「現行の選挙運動の規制」 
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◆開催のご案内◆ 
 

◇公共哲学を学ぶ会 6 月例会◇ 

プログレッシブ（進歩）連合の可能性 

 市民社会は政党政治を変えられるか 

 

【講師】中野晃一先生（上智大学国際教養学部長） 

【日時】6月 21日(金） 18:30～20:30 

 

【会場】上智大学 6号館 5Ｆ 502教室 

    〒102-8554 東京都千代田区紀尾井町 7-1 

    JR/東京メトロ  

四ツ谷駅麹町口・赤坂口から徒歩 5分 

https://www.sophia.ac.jp/jpn/info/access/access

guide/access_yotsuya.html 

 

 2012 年 12 月、民主党政権が崩壊し自公連立与党が

政権復帰したのを境に、日本の政党政治はバランスを

失ったままになっている。早 6年半を迎えようとする 
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安倍政権のもと、立憲民主主義は大きく損なわれてし

まった。実は日本に限らず、世界的に立憲民主主義の

後退期に歴史はさしかかっているとも言える。戦後の 

自由民主主義規範や諸制度を「壊す」ようなポピュリ

ズムや権威主義的衝動が、ともすれば「革新的」「改革

派」に見えてしまうのである。そのような時代状況の 

なか、市民社会は政党政治を、そしてひいては立憲民

主主義を再構築することができるのだろうか。焦点と

なるのは、憲法政治なのか経済争点なのか。必要なの

は「対案」なのか「対抗」なのか。リベラルが主導す

るプログレッシブ（進歩）陣営の再生はいかに展望で

きるか。 

【略歴】1970 年、東京生まれ。 立憲デモクラシーの

会や安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民

連合の呼びかけ人 

【著書】『「改憲」の論点』(集英社新書)木村草太、 青

井未帆。『嘘に支配される日本』(岩波書店)中野晃一、

福島みずほ。『私物化される国家 支配と服従の日本政

治』(角川新書)。『いま、朝鮮半島は何を問いかけるの

か 民衆の平和と市民の役割・責任』内海愛子、中野晃

一。『野党が政権に就くとき 地方分権と民主主義』。 

【参加費】1,000円（学生、障害者・生保者は、500円） 

  終了後、講師を囲んで懇親会を予定しています。 

 （各自が飲食した分をお支払いいただきます。） 

【主催・問合せ】ベグライテン 

関根 TEL：090-9146-6667   

杉山 Email：torajirou72@gmail.com 

  HP: http://begleiten.org/ 

  FB: https://ja-jp.facebook.com/begleiten2/ 

【共催】 ケアと公共を学ぶ上智教職員の会 

･･･････････････････････････････････････････････････････ 

◇公共哲学を学ぶ会 7 月例会◇ 

『働き方改革』とジェンダーの視点 

 

【講師】朝倉むつ子先生（早稲田大学名誉教授・ 

女性差別撤廃条約実現アクション共同代表） 

【日時】7月 13日（土）14:00～16:30 

【会場】上智大学 6号館 3F 305教室 

〒102-8554 東京都千代田区紀尾井町 7-1      

JR/地下鉄 四ツ谷駅麹町口・赤坂口から徒歩 5分 

https://www.sophia.ac.jp/jpn/info/access/access

guide/access_yotsuya.html 

･･･････････････････････････････････････････････････････ 

◇憲法カフェ＠四ツ谷◇ 

(第 3期 第 9回) 

アベノミクスを超える経済政策の提言を！ 

 

最近のメディア報道によれば、安倍内閣は、消費税

を予定どおり 10％にして、衆参同時選挙を見送る方針

を固めたということです。消費税を上げても参議院単

独選挙で与党が勝てる見込みが立ったからだそうで、

何か、国民は舐められているというしかない印象です。 

参議院単独選挙となれば、日程は「7 月 4 日公示、

21 日投開票」になります。6 月 25 日(火)の憲法カフ

ェ＠四ッ谷では国債の話をすることになっていまし

たが、予定を変更して「アベノミクスを超える経済政

策」について、検討したいと思います。 

野党は安倍内閣の批判に終始しているかぎりは選

挙に勝てない。やはり、野党であるならば、アベノミ

クスを超える経済政策を示す必要があるのではない

か？ 専門家を交え、経済政策についても、学んでお

きたいと思います。 

（初心者向けの勉強会です。ご家族、友人を誘ってご

参加ください。SNS、MLなどで、ご宣伝ください。） 

【日時】6月 25日（火）18:30～21:00  

【場所】東京法律事務所 1階会議室  

【アクセス】JR 四谷駅・四谷口前 

（しんみち通り入口横のファミリーマートの隣） 

  TEL:03-3355-0611   *地図を８頁に掲載 

 http://www.tokyolaw.gr.jp/about/location.html

【提題者】伊藤 理 さん(経済アナリスト) 

森 正樹 さん(ベグライテン世話人)  

【司会】関根 和彦 さん(ベグライテン世話人) 

【参加費】1 人 500 円＋印刷代（100円程度） 

（参加費は提題者への謝礼）飲み物は各自持参。  

【連絡/問合せ先】 関根 TEL：090-9146-6667 

大塩 E-mail：veu03273@nifty.ne.jp 

･･･････････････････････････････････････････････ 

http://begleiten.org/
https://ja-jp.facebook.com/begleiten2/
https://www.sophia.ac.jp/jpn/info/access/accessguide/access_yotsuya.html
https://www.sophia.ac.jp/jpn/info/access/accessguide/access_yotsuya.html
tel:03-3355-0611
http://www.tokyolaw.gr.jp/about/location.html
http://www.tokyolaw.gr.jp/about/location.html
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◇施設訪問 見学会◇ 

暮らしの保健室 

 

皆さまは「暮らしの保健室」をご存知でしょうか？ 

このたびナイチンゲール記章を受章される秋山正

子さんが、健康や医療、介護などのちょっとした悩み

や困りごとを気軽に相談できるようにしたいと、2011

年にオープンしたところです。 

「医師の説明がよく理解できない」「がんを患って

いる家族がいて不安……」「認知症の人にどう接した

らいい？」など、だれに聞いたらよいのかわからない

ような悩みや困りごとについて、地域の医療・介護の

状況をよく知っている看護師など 

の相談員が、さまざまな相談

に応じてくれます。予約をしな

くても気軽に訪れて相談でき、

お茶を飲みながらゆったりと

過ごせる場所です。いま、「暮ら

しの保健室」は全国各地に拡が

りつつあります。 

秋山さんはじめ関係者のご

厚意により実現した今回の訪

問見学会で、活動の実際を見聞

きし、そのサポートを体感して

みませんか。 

【日時】6月 29日（土) 13:50 

後述のように事前申込のう

え、直接お越しください。 

【定員】20人(先着順です)  

【参加費】1000円（現地徴収）

＊全額を施設に寄付 

【会場】暮らしの保健室  

（1階 商店街） 

東京都新宿区戸山 2-33 戸山ハ

イツ 33 号棟 125 

 

 

 

 

 

http://www.cares-hakujuji.com/services/kurashi 

※「暮らしの保健室」への直接の「申込み」「お問い合

わせ」はご遠慮ください。 

【申込方法】氏名(ふりがな)、〒、住所、電話、携帯、

メールアドレスを記入し、「暮らしの保健室・訪問希望」

と記載のうえ、次の方法でお申込みください。 

【フォームからの申込】 

https://forms.gle/RjcW8ac1dbDKo7qd9 

【FAXによる申込】  後藤哲男宛 050-3737-2636  

【問合せ】ベグライテン後藤哲男 TEL：080-2251-0761           

E-mail：gotgott@gmail.com 

･･･････････････････････････････････････････････  

http://www.cares-hakujuji.com/services/kurashi
https://forms.gle/RjcW8ac1dbDKo7qd9
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◆報告・感想◆ 
 

◇公共哲学を学ぶ会 3月例会◇ 

草の根の運動が歴史を変えた 

－被爆者運動が訴えること－ 

 

【講師】和田征子さん 

（日本原水爆被害者団体協議会 事務局次長） 

【日時】3 月 16 日(土) 14：00～16：30 

【会場】上智大学 2号館 4F 410 教室 

 2017 年 7月 7日、ようやく国連核兵器禁止条約が採

択されました。和田さんは 2017 年 6 月、ニューヨー

ク国連本部での核兵器禁止条約交渉会議にて、日本原

水爆被害者団体協議会（被団協）として、被爆者とし

て発言されました。この条約の採択には、被団協の活

動が大きく貢献していて、まさに「草の根の運動が歴

史を変えた」といえます。 

 和田さんの講演は自己紹介から始まり、時系列で

淡々と進んでいきました。 

■1945 年 8月：米国が広島・長崎に原爆投下 

 和田さんは 1943 年長崎市生まれ。1 歳 10 か月で、

爆心地から 2.9km離れた自宅で被爆しました。だから、

被爆当時のことは何も覚えていません。被爆者として

話すことは、おもに母親やその他の人から聞いたこと

で、そのため、私感をはさまず、誇張をせず、聞いた

話をそのまま伝えようと留意されています。 

 原爆による死亡者は、長崎 7万人、広島 14万人（±

1万人）。あくまで推定値。爆弾の規模は広島のほうが

小さかったのですが、長崎の地形が被害を抑えたとの

ことです。［森永：地形が幸いした、という表現はとて

も使えませんでした。］ 

 原爆とともに原爆観測用ラジオゾンデが、落下傘で

投下されました。この落下傘を見た人もいるそうです。

ラジオゾンデとは、爆風や熱線の威力を計測して、そ

れらのデータを自動送信する装置です。［森永：日本は

まさに実験台にされたのです。］ 

 「被爆した人々のなかには朝鮮の方、捕虜の方など

も含まれていました。人間が人間として扱われなかっ

た。人間の尊厳など、ありませんでした。」（和田さん） 

■1945 年 9 月 6 日：［米国軍人］トーマス・ファーレ

ルが記者会見 

広島・長崎で原爆の影響を調査するために科学者を

引率してきたトーマス・ファーレルは「広島・長崎で

は、死ぬべき者は死んでしまい、9 月上旬現在におい

て、原爆放射能のために苦しんでいる者（原爆症患者）

は皆無だ」という声明を出しました。この発表によっ

て、支援の手は差し伸べられることなく、わずかに存

在した簡素な救護施設などでさえ閉鎖され、被爆した

方々は治療を受けられずに健康障害でさらに苦しむ

ことになりました。 

「何の情報もなく、外傷の有無にかかわらず、髪が

抜けたりしました。被爆者たちはみじめでした。貧困、

差別や偏見など、そんななかで生活していたのです。」

（和田さん） 

■1954年 3月 1日：ビキニ諸島で水爆実験 

 原爆投下から 9年、ビキニ諸島で水爆実験が行われ

ました。近くの海域には、第五福竜丸をはじめ、マグ

ロ漁船約 1000 隻が操業していました。被爆した久保

山愛吉さんは半年の入院後、亡くなりました。「広島や

長崎の被爆者も同様だったのです。」これを機に、原水

爆反対の署名活動が始まりました。 

第五福竜丸はその後、練習船として使用され廃船と

なりました。夢の島に廃棄されていたところを、新聞

への投書が契機となり、保存運動が起き、展示される

に至りました。 

 「3 月 1 日がビキニデーです。毎年、久保山愛吉氏

献花墓参行進を行っています。でも、マスコミはあま

り報道しないのです。私たちはビキニデーを忘れては

いけません。」（和田さん） 

■1956年 8月：日本原水爆被害者団体協議会を結成  

 1955 年 8 月に第 1 回原水禁世界大会が広島市公会

堂で開催され、5000人超の参加者を集めました。翌年、

長崎で第 2回原水禁世界大会が行われ、被団協が結成

されたのです。「隠れて生活をしていた被爆者たちが、

沈黙の 11年間を経て声をあげたのです。」（和田さん） 

 結成宣言は「自らを救うとともに、自分たちの体験

を通して、世界の危機を救おう」です。「11 年間、フ

ァーレルの声明で沈黙させられていたのです。」 
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“被爆の実相とその後遺・被爆者の実情に関するシ

ンポジウム”が開催されたのは、21 年後の 1977 年 8

月 2日でした。 

■1970 年 3月：核兵器の不拡散に関する条約（核不拡

散条約：NPT）発効  

 原爆投下から約半年後の 1946 年 1 月に行われた第

1 回国連総会で、原子兵器禁止の第 1 号決議が採択さ

れ、原子力委員会が設立されました。提案のひとつと

して「原子兵器および他のすべての大量破壊兵器を各

国の軍備から除去する」ことが掲げられました。 

「この要請からは何の成果も生まれませんでした。

以降長年にわたり、核兵器のない世界を求める国連総

会決議が数知れず行われました。」（和田さん） 

 1970 年 3月に、核不拡散条約（核拡散防止条約）が

ようやく発効しました。核軍縮を推奨し、核兵器の拡

散を抑止するために、米国、ソ連、英国、仏国、中国

の 5か国以外の核兵器の保有を禁止する条約です。国

連に原子力委員会が設立された 1946年以降、ソ連、英

国、仏国、中国が核兵器を配備しました。米国を含め

たこれら 5か国は、第二次世界大戦の戦勝国で、国連

の常任理事国です。この 1970年代以降も、インド、イ

スラエル、パキスタン、朝鮮民主主義人民共和国が核

を保有し、保有国の核軍縮は実行されていません。「各

国の思惑で遅々と進みません。」（和田さん） 

この NPTは 1995年に無期限延長が決まり、5年ごと

に再検討されています。2013年にノルウェーで 127か

国の参加を得て、“核兵器の人道的影響に関する国際

会議”が開かれました。2014年 2月にはメキシコで参

加国 146か国、12月にはオーストラリアで参加国 158

か国を集め、国際会議が行われました。けれども、2015

年には最終合意に至りませんでした。   

「2015 年 5 月の NPT 再検討会議での合意を期待し

ていましたが、かないませんでした。」（和田さん） 

■2016 年 2月、5月、8月：“多国間核軍縮交渉の前進

に関するオープン・エンド作業部会（OEWG）” 

2015 年に開かれた第 70 回国連総会「多国籍核軍縮

交渉会議の前進」は 135か国が参加して、核兵器禁止

条約を論議する会議を開くことを勧告しました。それ

を受けて 2016年 2月、5月、8月に行われたオープン・

エンド作業部会に日本も参加しました。日本は、核保

有国と非保有国の協力が必要であると述べましたが、

作業部会報告書の採択に関して採決が行われたこと

を遺憾であるとし、棄権しています。賛成 123、反対

38、棄権 16。 

国際会議が究明した結論は①核兵器の被害は国境

を越えて広がる、②どの国、国際機関とも救援の術が

ない、③核兵器不使用こそ人類の利益、④核兵器の不

使用を保証できるのは廃絶以外にありえない、という

ことでした。 

■2016年 4月：「ヒバクシャ国際署名」開始 

 日本被団協結成 60 年の事業として、2016 年 4 月か

ら、すべての国が核兵器を禁止して廃絶する条約を締

結することを呼びかけ、国際署名を集める活動を開始

しました。2020年の国連総会まで、毎年、国際署名を

届けるそうです。 

 2017年 6月には、2,963,889人分の署名が集まりま

した。 

■2017年 3月、6月：“核兵器禁止条約交渉会議” 

前半 3 月 27 日～31 日の第一会期には日本は参加せ

ず、後半 6月 15日～7月 7日で、122か国の賛成を得

て、条約が採択されました。核兵器禁止条約の 4つの

基本方針（前半の会議を受けて 5 月 22 日に出された

議長草案）を示します。 

①補完性：既存の国際文書を強化し、完成させるも

のであるべきで、核不拡散体制、特に NPT条約を

決して損ねるものでないこと。 

②強 化：既存の不拡散規範を侵す、いかなる「抜

け穴」を回避すること。 

③簡潔かつ非差別性：核兵器の使用について明確か

つ強力な禁止を反映した簡素なもの。どの国にも

平等に働く。 

④将来への基礎となるもの：将来を念頭において、

柔軟性のある無期限の条約であるべきこと。核廃

絶に向けた歩みを継続し、明確に核保有国が将来

的に参加する道筋と枠組みを提供すべきもの。こ

れにより核兵器のない世界の達成と持続を促進

する。 

■2017年 7月 7日：核兵器禁止条約を採択 

ようやく採択された核兵器禁止条約の前文には、

“公共善”“被爆者”という言葉が入り、特に被爆者の
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苦しみには“受け入れがたい”苦しみというように形

容詞がつきました。また、“女性および少女に対して不

均衡に大きな影響”という表現が用いられ、ジェンダ

ーも考慮されています。この前文は、最初から最後ま

で、区点（。）をつかわず、読点（、）でつなげられて

います。“武力の行使”のみならず、“武力による威嚇”

まで言及しています。 

本文は、NPT より強く、項目も多くなっています。

第 4条の「核兵器の全面的廃絶に向けて」はもっとも

長く、詳細に記されています。 

保有国からは、民間人と兵隊を区別して兵器の使用

が可能であるとの主張があり、圧力もあったそうです。 

■2017 年 11 月：バチカンでの国際会議「核のない世

界と総括的軍縮への展望」  

 クリスチャンである和田さんは、ローマ教皇と謁見

して、国際署名をお願いし、被爆者としての思いを伝

えました。それまで、このような政治活動をしている

ことを少しはばかられていたとのこと。だが、ここで、

ローマ教皇の次のような言葉に勇気づけられたそう

です。 

 「政治活動は、心からの人間への奉仕、共通善・公

共善への奉仕、さらに地球を守る奉仕としてみなさら

なければなりません。」 

 日本政府は、あまり協力的ではないそうです。審議

官の回答は、「核兵器の廃絶は核兵器の数が究極的に

少なくなったときに考える、それがいつかと問われて

も答えられない」というもの。「何も考えていないので、

びっくりしました」と和田さん。 

＜参加者の感想～アンケートから ―敬称略―＞  

★・アメリカ・ロシアだけで 16000発もの核を保有し

ていますが、核軍縮の運動と平行して推進できないの

でしょうか。 

・被爆者は年々亡くなって少なくなってきます。小学

校からの原爆の教育をもっと強く広めていけないも

のでしょうか。投下したアメリカの教育のなかでもも

っと原爆の知識を広めてもらいたい。常に控え目な静

かなお話し振りが素晴らしい！！ 

・伝承者としての働き手が少なくなるのではないかと

心配です。年々原爆の被害の悲惨さが薄くなってきて

いるのではないかと思います。 

・活動の歩みが遅々としていて、残念です。（鈴木義子） 

★和田講師の被爆体験を拝聴しつつ、改めて、原子爆

弾投下の事実の恐怖を感じました。 

忘れてはいけないこの事実を、皆様にお伝えしていく

必要を実感いたしました。父の故郷の長崎に 2歳以下

で爆心地 700ｍの地に戦後（昭和 21年に）もどってま

いりました。浦上天主堂のアンジェラスの鐘の音を聴

きながら育ちました。長崎での思い出がよみかえりま

して、胸が痛みました。もう私も年をとりましたが、

心のうちにとどめておりました。 

当時の状況や戦後の復員のなかでの事実をお知らせ

しなければいけないと思います。（R.A.） 

（文 森永智子） 

･･･････････････････････････････････････････････ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【憲法カフェ＠四ツ谷の会場】＊4ページ参照 

 

 

･･･････････････････････････････････････････････ 
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◇生と死を考える会◇ 

死別体験者の分かち合いの会 

 

大切な人を亡くした方が集い、率直に気持を分かち

合う場です。生と死を考える会発足のときから、休み

なく続いています。テーマや指導者を設けず、話した

い方、聞きたい方、それぞれ自由にご参加ください。 

【日 時】毎月  

第 1土曜日 14:00～17:00 

 (自死により大切な人を亡くした方の集まりです) 

第 2金曜日 14:00～17:00 

（主としてお子さんを亡くされた方の集まりです) 

第 3火曜日 18:30～20:30  

（さまざまな体験の方の集まりです) 

第 3土曜日 17:00～19:00 

 (20代から 30代の世代の集まりです) 

第 4土曜日 14:00～17:00 

 (さまざまな体験の方の集まりです) 

【会 場】 生と死を考える会 

    http://www.seitosi.org 

〒101-0062 

東京都千代田区神田駿河台 1-8-11  

東京 YWCA会館 2階 214号室  

TEL 03-5577-3935 FAX 03-5577-3934 

【参加費】 一般 1,000円  会員 500円 

【備 考】 予約は必要ありませんが、開始時間には

遅れないようにお越しください。 

･･･････････････････････････････････････････････ 

◇真生会館講座◇ 

6～7月 

【受講料】各回 1,000 円、学生は無料 

【申込・問合せ】一般財団法人真生会館 

〒160-0016 東京都新宿区信濃町 33 番地 4  

 

TEL：03-3351-7121 FAX：03-3358-9700 

E-mail:gakushu@catholic-shinseikaikan.or.jp  

URL:http://www.catholic-shinseikaikan.or.jp 

 

Ⅰ. 現代人の生き方、社会を考える 

●土曜日 13:30～15:30 

現代社会に「いのち」の意味を求めて  

―これらの小さな者が一人でも滅びることは、あなた

がたの天の父の御心ではない（マタイ 18-14）― 

【開催日】7/6、7/13 

〇7月 6日（土）13:30～15:30 

生きることと、表現すること  

～創作活動を介した心の支援の現場から～ 

倉石聡子（アートセラピスト・心理療法士） 

〇7月 13日（土）13:30～15:30 

＊6 月 29 日（土）の予定が変更になりました 

学生による安楽死事件の模擬裁判を通して、 

生と死を見つめ、いのちの意味を問う 

林 勝彦（科学ジャーナリスト） 

 

Ⅰ. 現代人の生き方、社会を考える 

〇土曜日 10:30～12:00 

【開催日】6/29 

心の病と向き合う 

人と人との関係が織りなす中で、息苦しくなったり、

力が出ない等心身ともに不調を感じることがありま

す。どのように考え、対処していったらよいのでしょ

うか？ 

鳥越由美 

(北里大学大学院非常勤講師・神田東クリニック) 

 

Ⅱ. キリスト教の光に人間の生き方を求めて 

●木曜日 14:00～15:30 

現代の日本に生きるあなたへ 

―キリストのメッセージ― 

 
◆その他のイベントの開催予定◆ 

 

 

 

 

http://www.catholic-shinseikaikan.or.jp/
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【開催日】7/4、7/18 

現代人は忙しい日常生活の中で、モヤモヤを感じな

がらも立ち止まって自分に向き合う時間はなかなか

ないかもしれません。でも一人になると、色々な疑問

は思い浮かびます。「何のために生まれたのか」「幸せ

ってなんなのか」「永遠の愛が存在するのか」等、さま

ざまです。 

そこで、この講座では、イエスのメッセージに基づ

いた信仰養成プログラム『信仰の道のり』を通して、

これらの答えを引き出そうとします。講師の話を聞く

だけではなく、分かち合いの時間も持ちます。新たな

自分の発見、新鮮な神さまとの出会いの機会、キリス

トが与えてくださる命と愛をより豊かに受けるきっ

かけになればと思います。信者ではない方、途中から

参加の方も大歓迎です。 

パウラ・レイス・ゴメス（上智大学非常勤講師） 

 

Ⅱ. キリスト教の光に人間の生き方を求めて 

●金曜日 13:30～15:00 

自分を愛し、自分へと生きる 

～互いの命を活かし合う関係性作り～ 

【開催日】7/12 

「人間関係」は難しいと悩んだり、より気持ち良

く！と様々です。人は個々に感じ方・考え方が異なる

別々の人格であり、尊い固有の存在ですから、この相

違は当たり前の事なのです。 

この講座は、その違いを踏まえて、神によって祝福

されている命を、互いに活かし合えるように理論と実

践を通して学び身につける参加型講座です。 前期か

らの続きです。     小野恭世（イエズス孝女会） 

 

Ⅱ. キリスト教の光に人間の生き方を求めて 

●金曜日 13:30～15:00 

命へのまなざし 

【開催日】7/12 

生命操作の時代において生命倫理が問われている。

命の扱い方に関する難しい決定に直面する時、私たち

はどの様な死生観に照らされて考えているのでしょ

うか？創造の霊（聖霊）を信じる立場から、命に対す

る創造的な扱い方を見出していきたい。二つの視点に

立って生命倫理の問題を考えたい。 

 

1 人間学で学ぶ「有限な自由と責任」を行使したい。 

2 聖書で学ぶ「聖霊に息吹と良心の導き」に頼りたい。

人間を創造している創造主は、人間が創造者になる使

命を人間に与えている。私たちは、命を扱うにあたっ

て与えられた創造力と判断力をどのように使ってい

るのでしょうか。創造的に命に仕えるために使いたい

が、一歩間違えば命を破壊することにもなりかねない。 

具体的な例：1）介護 2）延命 3）虐待を受けた未成年

の中絶       Ｊ．マシア（イエズス会司祭） 

 

Ⅲ. キリスト教文化、教養（音楽・読書・話し方・・・） 

●火曜日 18:30～20:00 

Cantiamo insieme 日本の歌曲からオペラまで  

ともに歌おう 

【開催日】6/25、7/9、7/23 

歌は心を癒し、日常のストレスを忘れさせます。 

声を合わせて一緒に歌ってみませんか？ 

＊7/23は、「オープン講座」として観客を入れて演 

奏します。観客として参加し歌を聞かれる方は、無 

料となります。日ごろ練習している講座参加者の歌 

を聞きにいらしてください。 遠藤久美子（声楽家） 

 

Ⅲ. キリスト教文化、教養（音楽・読書・話し方・・・） 

●木曜日 13:30～15:30 

読書会        森 一弘（真生会館理事長） 

【開催日】7月 18日（木）13:30～15:30 

夫の・・・が入らない （こだま） 

 

Ⅲ. キリスト教文化、教養（音楽・読書・話し方・・・） 

●土曜日 10:00～13:00  

映画に学ぶ 

【開催日】7/6、7/20 

今期の「映画に学ぶ」のテーマは、罪とゆるし。さ

まざまな形で互いの人生に背負いきれない重荷と負

担を与えてしまう悲しく、醜い人間の姿と、深く傷つ

けられ、苦しみながら生きる人間の癒しと再生の道を、

学ぶ。       森 一弘（真生会館理事長）・ 

清水京子（聖パウロ女子修道会） 
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Ⅲ. キリスト教文化、教養（音楽・読書・話し方・・・） 

●土曜日 13:30～15:30 

遠藤周作を読む会 

【開催日】7 月 20日（土）13:30～15:30 

『沈黙への道、沈黙からの道―遠藤文学を読み解く』

をキリスト新聞に連載した、金 承哲さんが講師です。

今期以降も続けていく予定です。 

1．遠藤周作の多様なジャンルの作品を読む。 

2．絶版されていない作品を優先的に選定する。 

3．必要な情報を提供しながら、参加者間で自由な話し

合いが出来るようにする。 

課題図書：「さらば、夏の光よ」（講談社文庫） 

金 承哲（南山大学人文学部・教授） 

作品紹介：「道ばたの小石でも見るように無関心に」

さらされる男。「便利だから利用」されるばかりの男。

「自分と同じように醜くて」「みんなから軽蔑される

か、無視され」、小禽のみが自分の友だと思う男。この

野呂文平という男の姿は、「無力な男」としての遠藤の

イエス像とどのような関係があるだろうか。 

 

･･･････････････････････････････････････････････ 

◇自衛隊を活かす： 

21 世紀の憲法と防衛を考える会◇ 
 

抑止力に替わる戦略はあるのか 

 

http://kenpou-jieitai.jp/lecture_20190626.html 

「自衛隊を活かす会」は 2018年から 2019年にか

けて、「抑止力はこれでいいのか」をテーマにした 5

回の連続講座（学者や防衛研究所の関係者などが講

師）、「抑止力を超えて」をテーマにした「会」呼

びかけ人が語る講座を実施してきました。 

今回は、その最後として、「会」代表の柳澤協二

が語ります。7月の参議院選挙の目前、北朝鮮の核・

ミサイル問題をどう打開するのか、中国との安定的

な関係をどう構築するのかが問われる時です。是非

ご参加のうえ、活発な討議に加わってください。 

報告の後、伊勢崎賢治（「会」呼びかけ人、東京

外国語大学教授）、加藤朗（「会」呼びかけ人、桜

美林大学教授）を交えた討論と会場からの質疑があ

ります。 

【日時】6月 26日（水）17:00～20:00 

【会場】衆議院第二議員会館 多目的会議室（1F） 

http://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_annai.ns

f/html/statics/kokkaimap.htm 

【申込】申込は必須です 

http://kenpou-

jieitai.jp/lecture_20190626.html#section-

contact 

【参加費】無料  【定員】100人 

【問合せ先】自衛隊を活かす：21 世紀の憲法と防衛

を考える会 事務局：渋谷区代々木 2-12-2 カラログ

ハウス気付 FAX03-5365-1099 

 

･･･････････････････････････････････････････････ 

 

◇憲法 9条を壊すな！実行委員会＆市民有志◇ 

http://kyujokowasuna.com/?page_id=891 

 

『6・26年金払え！官邸前緊急アクション』 

【日時】6月 26日(水)18:30～19:30  

【場所】首相官邸前各種共有ボタンで拡散を！ 

【主催】憲法 9条を壊すな！実行委員会＆市民有志 

＊場所の変更などの最新情報は、ツイッターでお知

らせします。 

#0626官邸前緊急行動 

･･･････････････････････････････････････････････ 

◇喜多見と狛江の小さな映画祭◇

第 5回キタコマ沖縄映画祭 

http://kitamitokomae-

artfes.com/okinawa_5th/index.html 

 

※最新情報はイベント URLをご確認ください 

【上映スケジュール】 

 ※◎印はレイトショー（ドリンクサービス付） 

 ※★印は特別プログラムです。 

 

 

http://kenpou-jieitai.jp/lecture_20190626.html
http://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_annai.nsf/html/statics/kokkaimap.htm
http://www.shugiin.go.jp/internet/itdb_annai.nsf/html/statics/kokkaimap.htm
http://kenpou-jieitai.jp/lecture_20190626.html#section-contact
http://kenpou-jieitai.jp/lecture_20190626.html#section-contact
http://kenpou-jieitai.jp/lecture_20190626.html#section-contact
http://kyujokowasuna.com/?page_id=891
http://kyujokowasuna.com/wp-content/uploads/2019/06/20190626.jpg
http://kyujokowasuna.com/wp-content/uploads/2019/06/20190626.jpg
http://kitamitokomae-artfes.com/okinawa_5th/index.html
http://kitamitokomae-artfes.com/okinawa_5th/index.html
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（1）M. A. P.会場 

●6月 27日（木） 

・10:00 <うんじゅの花道>＋幕開け琉球舞踊 ほか 

・13:00 過去の上映作品アンコール（～14:34） 

    <琉球カウボーイ よろしくございます> 

・16:00 過去の上映作品アンコール<ハブと拳骨> 

・19:00 過去の上映作品アンコール（～20:24） 

<カメジロー 沖縄の青春> 

◎21:00 <昔々この島で>（～21:50） 

●6月 28日（金） 

・10:00 <ナビィの恋>（～11:32） 

・12:30 <海辺の生と死>（～15:25） 

・16:00 <浦添ようどれ>（～17:15） 

・19:00 <沖縄エロス外伝 モトシンカカランヌー> 

◎21:30 <戦争を笑え>（～22:25） 

●6月 29日（土） 

・10:00 過去の上映作品アンコール（11:30頃終了）

<オキナワノコワイハナシ×3> 

・13:00 過去の上映作品アンコール<ハブと拳骨> 

・16:00 <聾唖者達の沖縄戦>（～17:15） 

・19:00 <沖縄スパイ戦史>（～20:54） 

◎21:30 <島の美よう室>（～22:18） 

●6月 30日（日） 

・10:00 <やんばる 奇跡の森の物語>  

<奄美大島 水めぐる島の物語>（11:40終了） 

・13:00 <まちかんてぃ>＋<菜の花の沖縄日記> 

・15:30 <沖縄エロス外伝 モトシンカカランヌー> 

・18:30 <白百合クラブ東京へ行く>（～20:00） 

◎21:00 <沖縄を笑え>（～21:55） 

●7月 4日（木） 

・10:00 <まちかんてぃ>＋<菜の花の沖縄日記> 

・13:00 <沖縄スパイ戦史>（～11:40終了） 

・16:00 <白百合クラブ東京へ行く>（～17:54) 

・19:00 <Mother>＋Milkライブ（20:20頃終了） 

◎21:00 過去の上映作品アンコール（22:00頃終了）

<オキナワノコワイハナシ×2> 

●7月 5日（金） 

・10:00 <南島残照 女たちの針突～沖縄・宮古諸島 

のイレズミ～>（～11:04） 

・13:00 <米軍が最も恐れた男その名は､カメジロー> 

・16:00 <聾唖者達の沖縄戦>（～17:25） 

・19:00 <米軍が最も恐れた男その名は､カメジロー>  

◎21:30 <昔々この島で>（～22:18） 

●7月 6日（土） 

・10:00 <西表島 海と生きる森の物語>＋<稲作りの

島 西表島>（11:40頃終了） 

・13:00 <浦添ようどれ>（～14:15） 

・15:30 <海辺の生と死>（～18:25） 

★19:00 <映画と黒糖酒と島尾伸三>(終了時間不明) 

●7月 7日（日） 

・10:00 過去の上映作品アンコール 

 <琉球カウボーイ よろしくございます> 

・13:00 <辺野古抄>＋監督トーク（16:00頃終了） 

★16:30<森口豁のちむぐゆんた>（終了時間未定） 

 

（2）中央公民館会場 (a)講座室 (b)第 4会議室 

(c)視聴覚室 (d)ホール 

●7月 8日（月） 

・13:30 <辺野古抄>＋監督トーク（16:30頃）(a) 

・18:45 <沖縄エロス外伝 モトシンカカランヌー>

（～20:41）(a) 

●7月 10日（水） 

★19:00 <しゃもじ＆オリオンリーグお笑いライブ>  

（20:30頃終了）(b) 

●7月 14日（日） 

・10:00<米軍が最も恐れた男 その名は､カメジロー>

（～11:47）(c) 

・13:30 <海辺の生と死>      （～16:05）(d) 

・17:00 <南島残照 女たちの針突～沖縄・宮古諸島

のイレズミ～>    （～18:04）(d) 

・19:00 <うんじゅの花道>＋マッシーライブ 

（20:30頃終了）(d) 

●7月 15日（月・祝） 

・10:00 <聾唖者達の沖縄戦>      （～11:15）(d) 

・12:00 <沖縄スパイ戦史>        （～13:54）(d) 

・15:00 <ナビィの恋>            （～16:32）(d) 

【日時】6月 27日(木)10:00～7月 15日(火)17:00 

【会場】（1）M. A. P.（狛江市岩戸北 4-10-7-2F  

島田歯科 2F 03-3489-2246） 
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     （2）中央公民館 

（狛江市和泉本町 1丁目 1番 5号 03-3488-4411） 

http://kitamitokomae-

artfes.com/okinawa_5th/images/map.jpg 

【申込】映画祭事務局  

TEL：03-3489-2246 FAX：03-3489-2279 

    Mail：mpro@mbh.nifty.com  

【参加費】前売 1,000円、11枚綴 10,000円、 

学生 500円（当日学生証の提示のある方のみ）、 

75歳以上 500円（保険証等年齢の確認できるもの

をご提示ください）、当日券 1,200円 

【問合せ先】映画祭事務局  

TEL：03-3489-2246 FAX：03-3489-2279 

  Mail：mpro@mbh.nifty.com （担当：うぶかた） 

  Web：http://kitamitokomae-artfes.com/ 

･･･････････････････････････････････････････････ 

◇憲法を考える会◇ 

憲法集会「自民党改憲案を許さない！」 

 

http://www.labornetjp.org/EventItem/155935176

2108staff01 

秘密保護法・安保法制・共謀罪など「戦前回帰」

ともいうべき道を突き進んできた安倍政権。来たる

参院選では、自民党はいよいよ「改憲」を公約にし

て選挙争点化を図っています。このたびの改憲主要

項目は「自衛隊九条明記」と「緊急事態条項新設」。

内閣の独自判断であらゆる人権を制限して、いつで

も戦争ができることになる危険性に満ちています。

もともと自民党の改憲目標は、2012年の改憲草案に

見られるように現日本国憲法の「国民主権・平和主

義・基本的人権」の基本理念を全面的に転換する国

家第一の「国づくり」にあります。こんな「改憲」

を絶対に許してはなりません。 

参院選を控えて、自民党改憲案を徹底検討・批判

する「憲法集会」を開催します。 

【プログラム】 

1）映画「誰がために憲法はある」上映 

 （監督：井上淳一 原作：松元ヒロ）  

2）「自民党改憲案」批判 

 国政野党各会派代表 憲法学者 

3）「集会宣言」採択「自民党改憲案を許してはなら 

ない～真の民主主義を！」  

【日時】6月 27日(木) 18:30 ～ 18:30 

【会場】練馬区立区民・産業プラザ（ココネリ） 

研修室 1 （東京都練馬区練馬 1-17-1） 

https://coconeri.jp/access.html 

【参加費】800円 

【問合せ先】原澤謹吾 TEL：090-2473-0955  

三村翰弘 TEL：080-3155-1946 

･･･････････････････････････････････････････････ 

◇千葉いのちの電話◇ 

開局 30周年記念ふれあい 

チャリティーコンサート 

 

【出演者】りゅう よしこ 

【日時】6月 28日（金）13:30～15:30 (開場 12:30) 

【会場】千葉市文化センター 

【費用】指定席 3,500円 自由席 2,500円  

【問合せ・申込】千葉いのちの電話協会  

（月～金 9：00～17：00） 

TEL：043-222-4322  FAX：043-227-6911 

E-mail：kyoukai@chiba-inochi.jp  

http://www.chiba-inochi.jp/cidwp/wp-

content/uploads/2019/03/0cd0aaf4e8b9f2777366765

fa90a8d12.pdf 

･･･････････････････････････････････････････････ 

◇グリーンピープルズパワー◇ 

映画上映会「ほたるの川のまもりびと」 

 

半世紀もの間、ダム建設に抗いふるさとを守り続け

る人々。美しい里山に暮らす 13 世帯を巡るドキュメ

ンタリー 

私たちグリーンピープルズパワーは、原発ゼロ・温

暖化対策・気候変動など、地球１個分のくらしをイメ

ージしながら、再生可能エネルギー100％電気のお届

けを目指すにあたり、自然ゆたかな暮らしも応援して

いる電力会社です。 

http://kitamitokomae-artfes.com/okinawa_5th/images/map.jpg
http://kitamitokomae-artfes.com/okinawa_5th/images/map.jpg
http://kitamitokomae-artfes.com/
http://www.labornetjp.org/EventItem/1559351762108staff01
http://www.labornetjp.org/EventItem/1559351762108staff01
https://coconeri.jp/access.html
http://www.chiba-inochi.jp/cidwp/wp-content/uploads/2019/03/0cd0aaf4e8b9f2777366765fa90a8d12.pdf
http://www.chiba-inochi.jp/cidwp/wp-content/uploads/2019/03/0cd0aaf4e8b9f2777366765fa90a8d12.pdf
http://www.chiba-inochi.jp/cidwp/wp-content/uploads/2019/03/0cd0aaf4e8b9f2777366765fa90a8d12.pdf
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市産市消の【地域環境に適した小規模な発電所 

／市民の合意と市民の運営で雇用がつくられる経済】

であることを大事にし、発電所付近の方々、その電気

を使う方々、そこに暮らす環境や情報を大切につない

でいきたいです。 

多くの方とダム建設について考える時間となれば

幸いです。 

映画公式サイト http://hotaruriver.net/  

監督：山田英治／配給：ぶんぶんフィルムズ 

2017年／日本／86分 

映画『ほたるの川のまもりびと』予告編 – YouTube 

https://m.youtube.com/watch?v=R3qhzcIyIis 

 

【日時】6月 28日（金） 

第 1回 15:00～（開場 14:30） 

（上映後、トーク＆意見交換会） 

ゲスト：パタゴニヤ日本支社長 辻井隆行さん 

第 2回 19:00～（開場 18:30） 

（上映後、トーク＆意見交換会） 

ゲスト：ぶんぶんフィルムズ代表 鎌仲ひとみさん） 

【定員】各回 40 名まで 

【会場】練馬・ギャラリー古藤（ふるとう） 

〒176-0006 東京都練馬区栄町 9-16 

https://gpp-event.blogspot.com/2019/06/gpp-

hotaruriver0628.html 

【参加費】1,000円 

＊マイコップ持参の方は、コーヒー・麦茶をサービス。

カップをご利用の方は、100 円いただきます。 

【申込・問合せ】(担当 わじき)TEL：090-2169-9265 

E-mail：kouhou@greenpeople.co.jp 

<件名>6/28GPP上映会申込み（第 1回／第 2回） 

<本文> 名前（ふりがな）： 

電話番号： 

参加上映時間： 

（第 1回）15:00～／（第 2回）19:00～ 

参加人数： 

【主催】グリーンピープルズパワー㈱ 

http://www.greenpeople.co.jp/ 

〒160-0022 東京都新宿区新宿 2-4-2 カーサ御苑 503 

･･･････････････････････････････････････････････ 

◇千葉いのちの電話◇ 

2019年度電話ボランティア相談員募集 

公開講演会（無料）＆養成講座の事前説明会 

 

http://www.chiba-inochi.jp/cidwp/wp-

content/uploads/2019/04/f7ab5bb38cdacba12d5b2c5

cc582d514.pdf 

 

①6月 15日(土)10：00～ (定員 50名) 

 【場所】千葉市きぼーる 

 【演題】「わかりあう関係とは」 

 【講師】岸 良範氏(臨床心理士) 

② 2019 年 6月 29日(土)10：00～ (定員 40名) 

 【場所】千葉市蘇我コミュニティーセンター 

 【演題】「いのちをつなぐ傾聴の力」 

 【講師】上田将史氏(臨床心理士)      

③ 2019 年 7月 6日（土）14：00～ (定員 50名) 

【場所】千葉いのちの電話事務局 CIDビル 

 【演題】「暖かいまなざしの輪」   

 【講師】田邊昭雄氏(学校心理士) 体験談(相談員) 

【問合せ・申込】 社会福祉法人 千葉いのちの電話 

事務局（月～金 9:00～17:00 祝日休） 

TEL：043-222-4322  FAX：043-227-6911 

E-mail：ll-chiba@chiba-inochi.jp  

･･･････････････････････････････････････････････ 

◇「今、沖縄で何がおきているか」 

沖縄の民意は挫けない！◇ 
 

https://www.facebook.com/events/341243509783952

/ 

琉球新報東京支社報道部長の滝本匠さんのお話

と、ドキュメンタリー映画・「沖縄から叫ぶ戦争の

時代」の上映会。 

 民意を顧みず、力でねじ伏せて基地建設を強行す

る安倍政権は、この国の法治主義・民主主義の根幹

を揺るがしている。悪無限的な、天井知らずの基地

負担。湯水のごとく投入される国税。いつできるか

建設見通しすら立たないやみ雲の土砂投入。私たち

http://hotaruriver.net/
https://m.youtube.com/watch?v=R3qhzcIyIis
https://gpp-event.blogspot.com/2019/06/gpp-hotaruriver0628.html
https://gpp-event.blogspot.com/2019/06/gpp-hotaruriver0628.html
http://www.greenpeople.co.jp/
http://www.chiba-inochi.jp/cidwp/wp-content/uploads/2019/04/f7ab5bb38cdacba12d5b2c5cc582d514.pdf
http://www.chiba-inochi.jp/cidwp/wp-content/uploads/2019/04/f7ab5bb38cdacba12d5b2c5cc582d514.pdf
http://www.chiba-inochi.jp/cidwp/wp-content/uploads/2019/04/f7ab5bb38cdacba12d5b2c5cc582d514.pdf
https://www.facebook.com/events/341243509783952/
https://www.facebook.com/events/341243509783952/
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の眼前にあるこの沖縄の問題を、私たちは「わがこ

と」としてとらえ、行動したい。  

【日時】6月 29日（土）14:00～16:50 

【会場】エポック中原 7F大会議室 

(川崎市上小田中 6-22-5) 

http://www.sfc-

kawasaki.jp/contents/hp0007/index00030000.html 

【参加費】500円 

【問合せ先】沖縄の映画を見よう！かわさき 

TEL：080-3494-2411（木瀬） 

･･･････････････････････････････････････････････ 

◇ドッキドキ選挙報告会◇ 

～大きな声では言えないヤツを大きな声で言う SP～ 

vol.8  

https://www.loft-

prj.co.jp/schedule/rockcafe/119798 

【ナビゲーター】 

ちだい(選挙ウォッチャー)、横川圭希(映像作家) 

注目選挙の裏側をたっぷり語る、横川圭希＆ちだい

のトークショーが 8回目の開催！ 

そして今回ももちろん大きな声では言えないヤツ

を、あえて大きな声で言っちゃうロックンロールが炸

裂!! 

会場の皆さんの気になる質問に答える Q＆A タイム

もあります！ 

今ならもれなく参加者全員に「選挙ウォッチャー」

のステッカーをプレゼント。 

【日時】6月 30日(日) 13:30～17:00 

【会場】ROCK CAFE LOFT is your room  

新宿区歌舞伎町 1-28-5 

http://www.loft-

prj.co.jp/rockcafe/index.php#access 

【申込】https://www.loft-

prj.co.jp/schedule/reserve?event_id=119798 

【参加費】前売（web予約）￥1,500／当日￥2,000

（＋要 1オーダー） 

【問合せ先】ロックカフェロフト 

E-mail：rockcafe@loft-prj.co.jp 

･･･････････････････････････････････････････････ 

◇市民が主役であろうとした時代

ベ平連のメッセージ◇  

http://seiko-

jiro.net/modules/piCal/?smode=Monthly&action=Vi

ew&event_id=0000012686&caldate=2019-6-3 

かつて 50年前の 1960 年代後半。ベトナム戦争反

対、沖縄返還、公害、大学自治破壊などに対して、

学生、労働者、農民が激しく「異議申し立て」の運

動（闘い）を展開しました。当時の JATEC(反戦脱走

兵援助日本技術委員会）や「週刊アンポ」の中心メ

ンバーの吉岡忍さん、新宿西口フォークゲリラの大

木晴子さんから、その多様な運動の意義をお聞きし

ながら、目の前の「抑圧するもの－されるもの」の

構造に立ち向かう、持続的な市民運動のかたちを考

えたいと思います。 

当日はホールホワイエに、反骨の報道写真家・

（故）福島菊次郎さんの写真パネルを展示。また、

吉岡さんたち委員会の手によって、ベトナムホーチ

ミン市の戦争証跡記念館に日本の反戦市民運動の資

料として制作・寄贈された記録映像 DVD「殺すな！ 

Do Not Kill!」を上映します。 

【日時】6月 30日(日) 14:00 ～ 16:30 

【会場】永山公民館ベルブホール 

多摩市永山 1-5 ベルブ永山 5F 

https://taenoha.com/access.html 

【参加費】500円 

【問合せ先】多摩平和イベント実行委員会 

tamaheiwa@gmail.com  090-2745-5036 (加藤) 

･･･････････････････････････････････････････････ 

◇グリーフサポート埼玉◇ 

（埼玉 生と死を考える会） 

第 4 回講演会 
 

悲しみを生きる力に～グリーフケア 

助けてと言える社会を目指して 

～悲しみの隣人のこころに寄り添うために～ 

【日時】6月 30日(日)14:00～16:00（受付 13:40） 

【会場】越谷市市民活動支援センター   

越谷ツイン B シテイ 5 階会議室 

http://www.sfc-kawasaki.jp/contents/hp0007/index00030000.html
http://www.sfc-kawasaki.jp/contents/hp0007/index00030000.html
https://www.loft-prj.co.jp/schedule/rockcafe/119798
https://www.loft-prj.co.jp/schedule/rockcafe/119798
http://www.loft-prj.co.jp/rockcafe/index.php#access
http://www.loft-prj.co.jp/rockcafe/index.php#access
https://www.loft-prj.co.jp/schedule/reserve?event_id=119798
https://www.loft-prj.co.jp/schedule/reserve?event_id=119798
http://seiko-jiro.net/modules/piCal/?smode=Monthly&action=View&event_id=0000012686&caldate=2019-6-3
http://seiko-jiro.net/modules/piCal/?smode=Monthly&action=View&event_id=0000012686&caldate=2019-6-3
http://seiko-jiro.net/modules/piCal/?smode=Monthly&action=View&event_id=0000012686&caldate=2019-6-3
https://taenoha.com/access.html
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【アクセス】東武スカイツリーライン越谷駅前 

【講師】入江 杏（いりえ あん）氏 

(上智グリーフケア研究所非常勤講師、 

世田谷区グリーフサポート検討委員、 

えんじにあす代表取締役） 

「ミシュカの森」を主宰し、悲しみの発信から

再生を模索する人たちのネットワークづくり

活動を行っている。 

著書に『悲しみを生きる力に～被害者遺族からあ

なたへ』（岩波ジュニア新書）、『この悲しみの意

味を知ることができるなら－世田谷事件・喪失と再

生の物語』（春秋社）、『ずっとつながっているよ

～こぐまのミシュカのおはなし』（絵本くもん出

版）ほか多数 

 【申込方法】メールにてお申し込みください。 

アドレス：griefkoshigaya@yahoo.co.jp 

TEL：080-3083-0024（留守電対応いたします） 

･･･････････････････････････････････････････････ 

◇グリーフサポートせたがや◇ 

連続講座 

「グリーフとわたしのなかの生きるちから」 

講演録 発行記念講演会講演会 

 

NPO 法人レジリエンスの中島幸子さんをお招きして

「生きるちから」について考えたいと思います。NPO法

人レジリエンスは、DVや虐待、モラハラ、いじめ、パ

ワハラ、その他さまざまな原因による心の傷つきやト

ラウマに焦点をあて、情報を広げる活動をしています。 

【講師】中島幸子さん（NPO法人レジリエンス） 

【日時】6 月 30 日（日）14:30～16:30（14:00 開場） 

【会場】 せたがや がやがや館 多目的室 

（世田谷区池尻 2-3-11 4F） 

東急田園都市線「池尻大橋」駅から徒歩 8分 

【定員】80名（当日参加可・事前申込者優先） 

【参加費】1,500円 ☆講演録１冊つき！ 

（介助者無料、手話通訳・ノートテイクあり） 

【申込・問合せ】Email：riefsetagaya@yahoo.co.jp 

【詳細】 http://sapoko.org/ 

･････････････････････････････････････････････ 

◇コーヒーカップから始める 

経済カフェ◇ 
  

主催者の伊藤理さんには、（ベグライテン）憲法カ 

フェ＠四ツ谷で、3 回連続、国債や消費税の講師をし

ていただいています。 

【日時】7月 1日（月）19:00～21:00 

【場所】ロージナ茶房（国立、閉店 23:00） 

https://retty.me/area/PRE13/ARE4/SUB403/1000007

12380/map/ 

 

【参加費】ご自身の飲食代のみ 

【参加者】主催者側で、最低 3名は確保します。 

【主催者】伊藤 理（経済アナリスト、俳人） 

【連絡先】si.tokiotama1-tks@docomo.ne.jp 

･････････････････････････････････････････････ 

◇戦争をさせない 1000 人委員会◇ 

http://www.anti-war.info/action/ 

 

情勢はたいへん流動的であり、日程の変更や、緊急

の行動呼びかけをさせていただくことがあります。 

あくまでも「現時点での予定」であることをご承知お

きください。 

詳細については決まり次第お知らせしていきます。

または、事務局までお尋ねください。 

●市民連合 7.3新宿西口街頭宣伝（仮称） 

【日時】7月 3日（水）18:30～ 

【場所】新宿駅西口 

【主催】安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市

民連合／戦争させない・9条壊すな！総がかり行動

実行委員会 

●安倍 9条改憲 NO！安倍政権退陣！ 

7.19国会議員会館前行動（仮称） 

【日時】7月 19日（金）18:30～ 

【場所】衆議院第二議員会館前 

【主催】戦争させない・9 条壊すな！総がかり行動実

行委員会／安倍 9条改憲 NO！全国市民アクション 

･･･････････････････････････････････････････････ 

http://sapoko.org/
https://retty.me/area/PRE13/ARE4/SUB403/100000712380/map/
https://retty.me/area/PRE13/ARE4/SUB403/100000712380/map/
http://www.anti-war.info/action/
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◇オウム一斉施行から一年、 

死刑について考える◇ 
 

「人は自らを裁けるのか」 

 

https://drive.google.com/open?id=1IQj6Q9h2iQkIy

H09Yz5l9c82zu2uj9Tn 

【日時】7月 6日（土）10：00～12：00 

【会場】イエズス会岐部ホール 305 

東京都千代田区麹町 6-5-1-3階（四ツ谷駅徒歩 2分） 

【講師】伊東乾（いとう けん）さん 

 作曲家、指揮者。ベルリン空間音楽コレギウム芸

術監督。日本聖公会聖アンデレ教会信徒。シェーン

ベルクの 3問題の脳認知的解決、ブーレーズ＝伊東

の図形を用いない指揮メソッドなど、万人に資する

音楽の基礎課題にも取り組む。 

  1999 年より東京大学理学部物理学科、同 大学院

時代の同級生でオウム真理教事犯の責任を問われ

た故・豊田亨氏に、法務省交通許可者として 2018年

まで接見を続ける。 

  同じく 1999 年より東京大学大学院情報学環作曲

指揮研究室主宰。 

【参加費】無料、申込不要（定員先着 50名） 

【主催・問合せ】日本カトリック正義と平和協議会 

「死刑廃止を求める部会」 

 jccjp@cbcj.catholic.jp 03-5215-1844（やながわ） 

【共催】日本聖公会 正義と平和委員会 

 

･･･････････････････････････････････････････････ 

 

◇講演と映像 

「ベネズエラを知る集い」◇ 
 

南米の国「ベネズエラ」と言えば、みなさんはどん

な印象を持っているでしょうか？ 

「地球の反対側の遠い国」という印象がまず浮かび、

その次に「独裁国家」「飢えと貧困の国」という印象が

続くのではないでしょうか？ 

特に 2019 年 1 月、国会議長だったグアイド氏が米

国の後押しを受けて暫定大統領就任宣言をして以降、

マドゥーロ現大統領支持勢力とグアイド支持勢力の

間で対立が深まっています。 

私たちは、このベネスエラをめぐる状況を憂慮し、

①外部勢力の介入反対、②真実を知り伝える――こと

を共通項にして集まった有志です。 

今ベネズエラでは何が起きているのか？ はたし

て日本のマスメディアが伝えるベネズエラ報道は真

実なのか？ このことを考える集いを行います。 

多くのみなさんが、ベネズエラに関心を寄せられ、

この「ベネズエラを知る集い」に参加してくださるこ

とを呼びかけます。 

 

◎講演：「ベネズエラ問題の深層」 

【講師】伊高浩昭 いだか・ひろあき 

（ラテンアメリカ研究者・ジャーナリスト） 

1943年東京生まれ。立教大学ラテンアメリカ研究所

学外所員。NGO ピースボート船上講師。元共同通信記

者。1967年からラ米全域を取材・報道。ベネズエラ関

係の訳書に『ベネズエラ革命 ウーゴ・チャベス大統領

の戦い』（2004 年、VIENT）、『チャベス ラテンアメリ

カは世界を変える』（2006 年、作品社）、『ウーゴ・チ

ャベス ベネズエラ革命の内幕』（14 年、岩波書店）。

著書に『ボスニアからスペインへ 戦の傷跡をたどる』

（2004年、論創社）、『ラ米取材帖』（2010年、ラティ

ーナ）、『チェ・ゲバラ 旅、キューバ革命、ボリビア』

（2015年、中央公論新社）、『われらのアメリカ万華鏡』

（2015年、立教大学ラテンアメリカ研究所）など。 

 

◎映像「写真で見るベネズエラ案内」 

   「ベネズエラ：革命を守る」（制作＝Redfish） 

 

【日時】7月 7日（日）開場 12:45 13:00～16:00 

【会場】明治大学リバティータワー1153教室 

【資料代】800円 

【主催】「ベネズエラを知る集い」実行委員会 

E-mail：venezuelawoshirukai@gmail.com 

･･･････････････････････････････････････････････ 

 

https://drive.google.com/open?id=1IQj6Q9h2iQkIyH09Yz5l9c82zu2uj9Tn
https://drive.google.com/open?id=1IQj6Q9h2iQkIyH09Yz5l9c82zu2uj9Tn
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◇IGC/ JNATIP 共催セミナー◇ 

「人身売買は自己責任なのか？」 

 

人身売買禁止ネットワーク（JNATIP)と上智大学グ

ローバル研究所の共催により「人身売買は『自己責任』

なのか？～外国人労働者・留学生、AV出演強要、企業

の取り組み～」を上智大学四谷キャンパスで開催しま

す。当セミナーは昨年満席でした。参加を希望される

方は、お早目のお申し込みをお勧めします。 

【プログラム】 

・留学生から見る労働搾取問題について 

  鳥井一平(JNATIP共同代表/ 

移住者と連帯する全国ﾈｯﾄﾜｰｸ 代表理事)  

・日本国内における性的搾取の現状 

  岡 恵 (ぱっぷす～ 

ポルノ被害と性暴力を考える会 相談員） 

・航空業界による現代奴隷問題への対応 

  杉本茂(ANAホールディングス株式会社 

 CSR推進部 マネージャー） 

【日時】7月 9日(火）18:30～20:30 (開場 18:00） 

【会場】上智大学四谷キャンパス 7号館 

14階特別会議室  

【参加費】無料 【定員】130名（先着順） 

【問合せ・申込】チラシに掲載↓ 

<http://kyofukai.jp/wp-

content/uploads/2019/05/5b0e49dac3a47f067a36a4b

2d380f26f.pdf> 

人身売買禁止ネットワーク（JNATIP)  

移住者と連帯する全国ネットワーク内 

TEL：03-3837-2316 E-mail：info@inatip.ip 

･･･････････････････････････････････････････････ 

◇ひきこもる若者/ 

オトナと家族の困りごと◇ 
  

～いわゆる「8050問題」を考える～ 

 

https://www.meijigakuin.ac.jp/news/archive/atta

chment_file/2019/20190524gakushukaichirashi.pdf 

地域には多様な家族が暮らしを営んでいます。 

社会参加しづらい状況にある若者/オトナとそのご

家族が、孤立することなく、その人らしく生きられる

地域社会であるために、私たちができることを考えた

いと思います。 

*「8050 問題」とは、80 代の親が 50 代の子どもの生活を

支えるという問題。 

 背景には子どもの「ひきこもり」の長期高齢化があ

るといわれています。(参考：NHKハートネット) 

本学習会は社会的孤立を生まない地域をめざし実

践するみなさんの学びの場として、また、つながりを

拡げる場として開催します。お気軽にご参加ください。 

【日時】7月 10日(水) 18:30～20:30 

【会場】白金キャンパス本館 1255教室  

(3号館 3202 教室から変更しました) 

【主催】社会学部付属研究所 

【メインテーマ】「地域の多様な家族が孤立しないた

めに私たちができること」 

【ゲスト】池上正樹さん (NPO法人 KHJ全国ひきこも

り家族会連合会理事/ジャーナリスト) 

略歴：通信社などの勤務を経てジャーナリスト。日

本文藝家協会会員。『ルポ ひきこもり未満』『ひきこ

もる女性たち』『大人のひきこもり』『痴漢「冤罪裁判」』

『あのとき、大川小学校で何が起きたのか』(共著)『石

巻市立大川小学校「事故検証委員会」を検証する』(共

著)など著書多数。ダイヤモンド・オンラインで『「引 

きこもり」するオトナたち』を連載中。対話の場「IORI」

設立メンバー。東京都町田市「ひきこもり」部会委員

なども務める。 

【参加対象】多様な他者や家族への理解を深めたい方、 

その支援に関心のある方、テーマに関心のある方など、

どなたでも ＊本学生の参加歓迎です！！ 

【定員】50名(先着順) 

【保育】先着順にて受付 締切 7月 1日(月)正午 

【手話通訳】7月 5日(金)までにお申込ください 

【問合せ先】明治学院大学社会学部付属研究所 

 TEL&FAX 03-5421-5205 

 Eメール issw@soc.meijigakuin.ac.jp 

･･････････････････････････････････････････････ 

 

http://kyofukai.jp/wp-content/uploads/2019/05/5b0e49dac3a47f067a36a4b2d380f26f.pdf
http://kyofukai.jp/wp-content/uploads/2019/05/5b0e49dac3a47f067a36a4b2d380f26f.pdf
http://kyofukai.jp/wp-content/uploads/2019/05/5b0e49dac3a47f067a36a4b2d380f26f.pdf
https://www.meijigakuin.ac.jp/news/archive/attachment_file/2019/20190524gakushukaichirashi.pdf
https://www.meijigakuin.ac.jp/news/archive/attachment_file/2019/20190524gakushukaichirashi.pdf
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◇寺尾紗穂～音楽・写真・トーク・

Nuclear Workers & Humanity～◇ 
 

トークゲスト 樋口健二 

 

【日時】7月 13日(土) 19:20～21:30（開場 19:00） 

【会場】内幸町ホール 千代田区内幸町 1-5-1 

（内幸町駅から 3分 新橋駅から 5分） 

【費用】2,500円 

【事務局】『寺尾紗穂～音楽・写真・トーク～ 

トークゲスト樋口健二』実行委員会  

【詳細】寺尾紗穂さん。坂本龍一さんや大貫妙子さん

からも賛辞を寄せられるシンガーソングライター・ピ

アノ奏者。 

第一部では寺尾さんの歌とピアノとトークを。寺尾

さんはエッセイストとしても活躍され、『原発労働者』

（講談社現代新書）を書かれています。寺尾さんがこ

の問題に関心を持ったきっかけが、フォトジャーナリ

スト樋口健二さん。『闇に消される原発被曝者』など多

くの著作があります。 

第二部は寺尾さんと樋口さんとのトーク。樋口さん

が撮影された写真もスライドでご覧いただきます。 

第 1部：寺尾紗穂の歌とピアノとトーク 

第 2部：寺尾紗穂と樋口健二とのトーク 

【チケット購入方法】 

1.こくちーずプロ（下記 URL）から、申込みください。 

https://www.kokuchpro.com/event/teraohiguchi1 

2.予約・振込先 

連絡先 E-mail(happymamademo@gmail.com)にて、お名

前、枚数、連絡先をご記入のうえ、代金を下記口座に

お振込みください。 

＜ゆうちょ銀行口座＞ 口座名 『ママデモ実行委員会』 

記号 10150 番号 47048791 

＜他の銀行からは＞  店名 ０一八(ゼロイチハチ) 

店番 018 預金種目 普通預金 口座番号 4704879  

【連絡先】E-mail happymamademo@gmail.com 

     TEL:090-3592-6124 

●寺尾紗穂 シンガーソングライター・ピアノ奏者。

2007 年ピアノ弾き語りによるメジャーデビューアル

バム「御身」が各方面で話題になり、坂本龍一や大貫

妙子から賛辞を寄せられる。大林宣彦監督作品「転校

生 さよならあなた」、安藤桃子監督作品「0.5 ミリ」

（安藤サクラ主演）の主題歌を担当ほか、CM,エッセイ

の分野でも活躍中。2017年 6月に最新アルバム「たよ

りないもののために」を発表。シンガーソングライタ

ーの彼女が、歴史の闇を記録し続ける報道写真家樋口

健二の存在を知り、出逢い、2015年『原発労働者』（講

談社現代新書）を書き記した。 

●報道写真家 樋口健二 1937年長野県生まれ。日本

写真芸術専門学校副校長。高度経済成長期、さまざま

な公害が日本中で起こるなか、破壊されていく大自然

とその公害犠牲者たちや、原発被ばく者たち、戦時中

の毒ガス製造犠牲者たち、皇軍兵士たちなど、国に遺

棄されてきた「棄民」たちの取材撮影を半世紀以上に

わたってしている。 

政府御用達となっているマスメディアを痛烈に批

判している、真の報道写真家。「報道とは、権力のため

にあらず、必ずその時の弱者に寄り添い、権力に迎合

せず、事実に基づいて真実を追求することである。」と、

伝えている。NY,独、カナダ、英、韓国、台湾、仏、ポ

ーランド等 海外から高い評価を受けている。 

･･････････････････････････････････････････････ 

◇東京多摩いのちの電話◇ 

相談員募集と研修講座のご案内 

 

あなたも聴き上手になりませんか？ 

電話相談ボランティアを募集しています。 

36期開講予定：2019年 9月 

【申込締切】7月 13日（土） 

【研修内容】 

●前期研修 2019年 9月〜2020年 8月 

講義、体験学習（グループ演習、ロールプレイなど） 

●後期研修 2020年 9月〜2021年 8月 

講義、インターンシップ、ロールプレイなど 

【時間】月 2回（主に土、日、祝日）1回 2時間程度 

＊研修は有料です。 

【問合せ】認定 NPO法人東京多摩いのちの電話事務局 

TEL:042−328−4411（平日 10:00〜17:00） 

    FAX:042−328−4440 

https://www.kokuchpro.com/event/teraohiguchi1
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◇被爆者の声をうけつぐ 

映画祭 2019◇ 
 

https://hikakueiga.exblog.jp/ 

 

●7月 13日（土） 

会場：1号館地下 1002 シアター教室 

【プログラム】 

①10:05～12:00 広島長崎における原子爆弾の影響 

長崎編 

②13:00～16:15 黒い雨 

③17:00～19:00 青葉学園物語 

④19:30～21:00 アトミック・カフェ 

●7月 14日（日） 

 会場：8 号館 8階 武蔵大学 50 周年記念ホール 

⑤10:00～12:00 原発ゼロの未来を 福島を忘れない 

             ふたつの故郷を生きる 

⑥13:00～15:20 西から昇った太陽 

⑦15:50～17:30 アトミック・カフェ 

⑧18:00～21:00 声が世界を動かした～ノーモアヒバ

クシャ記憶遺産の継承センター設立に向けて～  

【日時】7月 13日（土）10:00～14日（日）21:00 

【会場】武蔵大学江古田キャンパス 

東京都練馬区豊玉上 1-26-1 

https://www.musashigakuen.jp/access.html 

【申込】TEL：03-5466-2311（共同映画） 

FAX：03-5466-2312（共同映画） 

E-mail：eigasai@gmail.com 

【参加費】鑑賞券 

（鑑賞券はプログラムごとに必要となります） 

大人 <前売り> 1000円 <当日> 1500円 

学生・こども <前売り> 500 円 <当日> 800円 

2日間フリーパス券 4000円 

【問合せ先】申込先と同じ 

･･････････････････････････････････････････････ 

 

◇沖縄は、東京の空は、いつまで
米軍に支配されているのか◇ 

 

沖縄・宮森小学校米軍ジェット機墜落の悲劇から

60年 

日米地位協定と密約の実態を知る 

 

●第一部 講演 

「宮森小学校米軍ジェット機墜落の悲劇から 60年」

牛島貞満（宮森・630を伝える会） 

「横田空域と日米合同委員会の密約」 

吉田敏浩（ジャーナリスト） 

●第二部 パネルディスカッション  

吉田敏浩 牛島貞満 

  コーディネータ 

 秋山道宏（明治学院大学国際平和研究所助手） 

  沖縄現地報告 

【日時】7月 14日（日）14:00～17:30 

【会場】明治学院大学白銀校舎 3号館地下 1階

3101教室 （東京都港区白金台 1-2-37） 

https://www.meijigakuin.ac.jp/access/index.html 

【参加費】800円 学生・明治学院大学関係者は無料 

【問合せ先】TEL：090-1837-4579  

E-mail: p-news@jca.apc.org  (松本） 

･････････････････････････････････････････ 

◇東京多摩いのちの電話◇ 

2019 年度 第 10 期生支援ボランティア講座 

【対象】「東京多摩いのちの電話」の趣旨に賛同し、

積極的に支援しようとする方 

【日時】7 月 20 日（土）13：30～16：30 

【会場】ボランティア活動センターこくぶんじ（予定） 

【内容】①いのちの電話と支援ボランティアの役割 

②支援ボランティアの活動 他 

【参加費】1,000 円 

【申込締切】7 月 12 日（金） 

【問合せ・申込先】 

 〒185-0012 国分寺本町〒局留 

 認定 NPO 法人東京多摩いのちの電話 事務局 

 支援ボランティア講座 

   TEL:042-328-4441 (月～金 10:00～17:00) 

FAX:042-328-4440 

･････････････････････････････････････････････ 

https://hikakueiga.exblog.jp/
https://www.musashigakuen.jp/access.html
https://www.meijigakuin.ac.jp/access/index.html


21 

 

◇グリーフサポートせたがや◇ 

連続講座「映像でみるグリーフ」第 1回 

『隣る人』 

（2011 年 85分 監督：刀川和也、企画：稲塚由美子） 

地方のとある児童養護施設の日常を 8年間追ったド

キュメンタリー。 

【トークゲスト】稲塚由美子さん 

（ミステリー評論家/ドキュメンタリー映像制作） 

【日時】7 月 21 日（日）14:00～17:00（開場 13:30） 

【会場】世田谷文化生活情報センター「生活工房」 

（キャロットタワー） 

5F セミナールーム AB（世田谷区太子堂 4-1-1） 

東急田園都市線「三軒茶屋」駅から徒歩 5分 

【定員】70名 

（当日参加可・満席の場合は事前申込者優先） 

【参加費】1,000円 

（パソコン文字通訳・手話通訳つき、保育は要申込） 

＊介助者は参加費無料 

【申込・問合せ】Email：riefsetagaya@yahoo.co.jp 

【詳細】http://sapoko.org/ 

･･･････････････････････････････････････････････ 

◇芸術と憲法を考える連続講座◇ 

 ヒロシマを伝える意味 

 

https://www.peace-geidai.com/芸術と憲法を考

える連続講座/ 

 

核兵器禁止条約は批准国が 50を超え、年内に発効

する見込みです。そこに至るまでの 70余年。ヒロシ

マ・ナガサキを体験した人としない人の間に、架け

橋が生まれるにあたって、さまざまな市民の知られ

ざる努力がありました。困難をこえて、日本を起点

に世界を動かすことがきっとできる。そんな元気の

でるお話をしたいと思います。 

【講師】永田浩三さん 

【日時】7月 24日（水）18:30～21:00 

【会場】東京芸術大学上野キャンパス 

音楽学部 5号館 1階 

https://www.geidai.ac.jp/access/ueno 

【申込】不要 

【参加費】無料 

【問合せ先】自由と平和のための東京藝術大学 

有志の会事務局 kenpou.geidai@gmail.com 

･･･････････････････････････････････････････････ 

 

◇城南緩和ケア研究会市民のつどい◇ 

「終活について考えよう」 

 

https://www.facebook.com/城南緩和ケア研究会-

227518057611477/ 

 講演：「最期まで自分らしく－終活のすすめ－」

小谷みどりさん(シニア生活文化研究所所長) 

 ワールドカフェ：終活について考えよう 

【日時】8月 3日（土）14:30～17:30 

【会場】NTT東日本関東病院 4階  

カンファレンスルーム 

https://www.ntt-east.co.jp/kmc/access/ 

【参加費】500円 

【問合せ先】鈴木内科医院 TEL：033-3772-1853 

･･･････････････････････････････････････････････ 

 

★★★編集後記★★★ 

 

106 号から発行を奇数月に変更させていただきまし

た。発行予定は初旬なのですが、今号は下旬の発送に

なってしまいました。 

遅くなった理由は、私が 5月下旬から 6月初旬にか

けて中国旅行に行っていたからです。私は民族衣装や

手仕事に関心をもっていて、四川省・雲南省の少数民

族・イ族を訪ねる米国のツアーに参加してきました。 

私にとって久しぶりの少数民族を訪ねる旅です。10

数年前には、タイ、ラオス、ミャンマーなどを旅行し

ました。ミャンマーでは、2 時間も山登りをしてよう

やく行き着いた村で、子どもたちが英語の歌を口ずさ

むの聴き、残念に思ったことがあります。もうすでに

http://sapoko.org/
https://www.peace-geidai.com/芸術と憲法を考える連続講座/
https://www.peace-geidai.com/芸術と憲法を考える連続講座/
https://www.geidai.ac.jp/access/ueno
https://www.facebook.com/城南緩和ケア研究会-227518057611477/
https://www.facebook.com/城南緩和ケア研究会-227518057611477/
https://www.ntt-east.co.jp/kmc/access/
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ユネスコが訪れていて、織物には合成繊維が使用され

ていました。自分たちは現代生活を送りながら、旅行

する村は以前の生活を維持してもらいたいという、自

分の勝手さを痛感したのでした。  

四川省・雲南省にまたがるイ族の自治区は、近年ま

で奴隷制が残り、階級制度の名残がいまだ存在してい

る地域で、特に年配の方は民族衣装を誇り高く着てい

ます。一般的な旅行会社が企画する観光旅行では、ま

ず行けない場所です。村のあちらこちらで、糸を紡い

でいたり、刺繍をしていたりと、素敵な光景が見られ

ました。 

四川省の西昌からバスに乗り、谷間の道を山のほう

へと進みました。車窓にはのどかな田園風景が広がり、

畑に隣接した古い伝統的な民家の集落とともに、とき

おり、日本でいえば、分譲地のような真新しい住宅群

と、「中国移動」という看板が見えました。また、一定

間隔で立っている電信柱と携帯電話のアンテナがと

ても目をひきました。 

山頂に近い目的地の村で写真を撮っていたところ、

私服の警察官に不信がられ、添乗員が警察に呼ばれて

いきました。というのは、中国は「2020年までに貧困

をなくす」という目標を掲げているので、外国人が田

舎の村に勝手に入り込み、撮影した写真を SNSや FBに

載せてしまうことを懸念してのことでした。私は実は、

警察や裁判所らしき施設の写真を撮ろうと思いまし

たが、スパイにされるかも、と撮るのをやめたりして

いました。やっぱり、中国……という印象でした。 

 驚いたことに、その村のすべての家に、不釣り合い

なほど大画面のテレビがあり、最新のファッションを

まとった歌手の番組などが映っていました。また、多

くの人がスマホをもち、私たちがスマホで写真を撮る

のを現地の若者がスマホで撮影していました。笑い 

ながら、お互いにスマホを向け合うこともありました。

ちなみに、昼食をごちそうになった家ではちょうど 

戦争映画をやっていて、日本の軍人が米国人の捕虜を

拷問・虐待していました。中国人にとって米国人は良

い味方で、日本人は残虐な悪者という構図がずっと続

いているようです。欧米でいえば、ナチでしょう。最

近の米中関係を考えると、とてもおかしく思えました。 

雲南省テンチョンの山中にある雲峰山スパリゾー

トにも宿泊しました。設計は隈研吾さんで、50のコテ

ージが稼働していますが、当初の予定では 400だった

とのことでした。ただ、ホテルのフロントで英語を話 

せるのは 1人だけで、その人がいなくなると、電話に 

なります。杭州のホテルでも、英語を話せる人は限ら 

れていて、スマホのアプリを通して会話するといった

状況でした。ホテルなどはりっぱでも、教育が追いつ

いていない様子がうかがえました。 

ただ、中国の人口を考えると、富裕層が 1割として

も、日本の人口と同じくらいになります。北京や上海

が日本を超えていることはすでに知っていました。10 

数年前に商業特区である上海の人に、日本のほうが民

主主義ではなく社会主義だと言われたことを思い出

しました。中国の発展のすさまじさを実感した旅行と

なりました。現地の添乗員が、「一帯一路」について誇

らしげに述べていました。 

日本は、この中国に対して ODA（政府開発援助）を

2021年まで続けるそうです。GNP 3位の日本が、2位

の中国をいつまで援助しているのかというのが私の

本音です。この ODAについて、海外にあまり知られて

いないのが残念でなりません。10数年前にミャンマー

を旅行したときに知ったことは、日本からの ODA で、

中国はミャンマーを支援しているということでした。 

安倍首相は外遊がお好きなようですが、日本政府の

外交下手は今後も改善されないでしょう。そとづらが

良いというか、国民いじめ、弱い者いじめとしか思え

ないのは、私だけでしょうか。 

つたない文をお読みくださり、ありがとうございま

した。 

 

最後に、これまで同様の繰り返しになりますが、会

報の編集・制作といっても、私は受領原稿を会報形式

にまとめるだけです。ベグライテン世話人をはじめ、

読者の皆さまのご協力がないと、継続は困難です。 

引き続き、どうぞよろしくお願いいたします。 

            （文 森永智子） 

【会報に関する連絡先】 

E-mail：info@begleiten.org 

TEL：関根まで 090-9146-6667 
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